
１ 授業について（授業者より） 

 生徒は普段より大人しく硬い様子が見受けら

れた。もう少し自分がコントロールできたのでは

ないかと反省している。指導案については当初導

入を３パターン準備していたが、他クラスでのプ

レ授業を通して、共感・反応の良かった「給食」

に絞った。３人の登場人物について振り返ってい

く場面では、共感できる・できないという感情を

可視化させるために数直線を用いた。法で罰せら

れることのない事象をどのように捉えるのかを

もう少し考えさせる時間を確保できたらよかっ

た。本校ではホワイトボード使ったまとめと対話

を実践している。本年度はその活用の仕方を昨年

よりブラッシュアップさせながら進めている。生

徒が書いたホワイトボードの内容を、めあてやテ

ーマに沿った形で深めさせることができなかっ

たことが反省点である。まとめと振り返りでは、

時間は超過してしまったが、めあてに即した振り

返りになっていたので安心できた。 

 

２ 質疑応答 

質問 ： 指導案の生徒アンケート結果で、「ルー

ルを守れない人に対して指摘をすることができ

る」の項目は７４．２％と他の項目より下回って

いる。今回の授業では、「公共のマナー」がテー

マになっていたが、主人公の「私」の「指摘した

いけど言えない気持ち」をテーマにした方がよか

ったのではないか。 

 

回答 ： 3人の登場人物それぞれの気持ちを考え

させることで、自分自身の行動変容につながるの

ではないか、という思いから今回の授業の構想を

した。 

質問 ：①対話を重視した授業づくりで学校はど

う変化したのか。 

②ワークシートの工夫がされていたが、生徒か

ら回収したワークシートはその後どのように扱

うのか。 

 

回答 ：①道徳以外でも対話の場面を積極的に設

定している。毎週水曜日に「深めたいワード」で

意見を出し合うという取組を行っている。それに

より、グループワークを行う際に、自然と対話を

深められるようになってきている。 

②普段はノートを使用しているが、今回は思考

を深めさせるためにワークシートを採用した。ワ

ークシートは該当のページに張り付けてポート

フォリオにしている。 

 

３ 協議 

意見 ： 協議の柱①について、本当にこの中心発

問でよかったのか。「ルールを守れない人に対し

て指摘をすることができる」が７４．２％という

実態に応じて、言いたいけど言いにくいという自

分事として考えさせ、一人一人が周りのことを考

えた行動をとらなければならない、という態度形

成の授業展開ができたのではないか。 

 

意見 ： 協議の柱②について、学校で取り組んで

いる「深めたいワード」を活用し、グループ内の

話し合いの場で、生徒同士で「なぜ？」という問

いが自然と出ていた。 数直線で自分の思いを可

視化することで、自分と他者との意見の違いがわ

かりやすく、対話が広まっていた。 
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４ 指導助言 

〔本日の授業で参考にしてもらいたい点〕 

・「自分とのかかわりで道徳的価値を深めたこと」 

槇野教諭は三者の言動について、共感できるか、

できないかについて問うたことにより、他者の多

様な考え方に触れ、他者理解を深めることができ

た。 

・「生徒一人一人の感じ方や考え方が異なること

を前提として授業を設定されたこと」 

教師が特定の登場人物の言動や心情について

考えさせるのではなく、それぞれが考えたい、ま

たは考えやすい立場は一人一人異なることを前

提に授業設計されているため、道徳的価値やより

よい生き方について多面的・多角的に考えること

が可能となった。 

・「主体的な学びを促す工夫」 

授業の導入で、生徒が日常生活の中で遭遇しう

る場面を取り上げ、本時で取り上げる道徳的価値

について問題意識を持たせ、ホワイトボードに三

者の相関図を示し教材理解を促し、学級全員が道

徳的価値について考えが深められるように支援

したこと、中心発問に対して自己をじっくり見つ

められるようにするための書く活動の時間を十

分に確保したこと。 

 

〔更に充実を図っていただきたい点〕 

・「生徒の実態を踏まえた意図的なファシリテー

ト」 

生徒は日ごろからきまりやルールを守ろうと

しているという実態から、登場人物の「女性」の

立場ではなく、「私」や「竹内さん」の立場につ

いて自分との関わりで考えさえることを重視す

ることも可能であった。その際は、生徒がホワイ

トボードに書いてあった内容から、問い返しを行

い、ファシリテートしていくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 


